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黒
田
総
裁
が
被
災
地
訪
問

（
二
〇
一
三
年
六
月
十
六
～
十
七
日
）

▼
日
本
銀
行
の
黒
田
東
彦
総
裁
は
、
六
月

十
六
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
宮

城
県
仙
台
市
・
石
巻
市
、
お
よ
び
福
島
県

福
島
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

▼
黒
田
総
裁
は
、
各
地
で
地
元
企
業
・
地

域
金
融
機
関
の
代
表
者
の
方
々
や
行
政
関

係
者
と
復
興
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
石
巻
市
の
水
産

加
工
団
地
な
ど
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た

地
域
に
つ
い
て
、
津
波
被
害
の
大
き
さ
や

復
興
状
況
を
直
接
確
認
し
ま
し
た
。
視
察

に
際
し
て
総
裁
は
「
日
銀
は
被
災
地
の
金

融
機
関
向
け
に
低
利
で
お
金
を
貸
す
制
度

を
設
け
て
お
り
、
先
日
利
用
期
限
を
延
長

し
た
。
で
き
る
だ
け
早
く
復
旧
復
興
が
進

む
よ
う
、
日
銀
も
で
き
る
限
り
の
貢
献
を

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
日
銀
夏
休
み
子
ど
も 

特
別
見
学
会

　二
〇
一
三
」
を

開
催
し
ま
し
た

▼「
日
銀
っ
て
何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？
」

そ
の
よ
う
な
お
子
様
の
好
奇
心
に
応
え
る

た
め
、日
本
銀
行
本
店
で
は
六
日
間
（
注
）

に
わ
た
り
「
日
銀
夏
休
み
子
ど
も
特
別

見
学
会
二
〇
一
三
」（
協
力
：
金
融
広
報

中
央
委
員
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
八
月

二
十
日
に
は
、
日
本
銀
行
を
代
表
し
て
黒

田
総
裁
か
ら
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（
注
） 

七
月
三
十
一
日
（
水
）、
八
月
一
日

（
木
）・
二
日(

金)

・
二
十
日
（
火
）

～
二
十
二
日
（
木
）

▼
今
回
の
見
学
会
で
は
、
日
本
銀
行
の
仕

事
や
金
融
・
経
済
の
仕
組
み
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
説
明
し
た
ビ
デ
オ
を
視
聴

し
、
日
本
銀
行
の
役
割
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
店
本
館
（
旧

地
下
金
庫
な
ど
）
や
実
際
に
窓
口
の
仕
事

を
し
て
い
る
新
館
営
業
場
を
見
学
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▼
そ
の
後
、
体
験
学
習
と
し
て
、
小
学
校

四
年
生
～
中
学
生
と
保
護
者
の
方
向
け
の

親
子
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
一
億
円
の

重
さ
体
験
、
お
札
の
偽
造
防
止
技
術
、
お

札
の
数
え
方
等
、
親
子
で
楽
し
く
学
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
新
た
に

設
け
た
中
学
生
だ
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、「
金
融
政
策
を
決
め
る
の
は
、君
だ
！
」

と
題
し
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
架
空
の

経
済
ニ
ュ
ー
ス
を
も
と
に
景
気
・
物
価
と

そ
れ
を
踏
ま
え
た
金
融
政
策
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
実
際
の
政
策
決

定
会
合
と
同
様
に
、
議
長
が
金
融
政
策
を

提
案
し
、
メ
ン
バ
ー
の
多
数
決
で
決
定
し

ま
し
た
。
未
来
の
政
策
委
員
た
ち
の
白
熱

し
た
議
論
で
、
会
場
は
終
始
熱
気
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

▼
毎
回
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
の
見
学
会
、
次
回
の
開
催
は
春
休
み
期

間
中
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

石
巻
市
の
水
産
加
工
団
地
の
復
興
状
況
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る
黒
田
総
裁
（
左
）

（
写
真
提
供
：
時
事
通
信
社
）

黒田総裁の登場はサプライズとなりました

プロの指導でお札の数え方を体験子ども金融政策決定会合の結果は？
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「
に
ち
ぎ
ん
体
験
二
〇
一
三
」
を 

開
催
し
ま
す

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
十
月
二
十
八

日
（
月
）
～
十
一
月
四
日
（
月
）
の

期
間
（
除
く
十
一
月
二
日
〈
土
〉）
に
、

「
に
ち
ぎ
ん
体
験
二
〇
一
三
」
と
題
し

て
、
企
画
展
・
市
民
講
座
・
本
店
見

学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

①
企
画
展
（
開
催
期
間
中
常
設
、
予

約
不
要
）：
本
店
本
館
内
に
特
設
し
た

展
示
室
に
て
、
日
本
銀
行
の
役
割
・

業
務
、
歴
史
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

②
市
民
講
座
（
十
月
二
十
八
日
〈
月
〉

～
十
一
月
一
日
〈
金
〉、
十
一
月
四
日

〈
月
〉、
要
予
約
）：
日
本
銀
行
の
役
割

や
日
銀
本
店
の
歴
史
、
お
金
を
め
ぐ

る
話
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
銀

行
職
員
が
説
明
し
ま
す
。

③
休
日
本
店
見
学
ツ
ア
ー
（
十
一
月

三
日
〈
日
〉・
四
日
〈
月
〉、
要
予
約
）：

通
常
平
日
の
み
に
実
施
し
て
い
る
ツ

ア
ー
を
休
日
に
開
催
し
ま
す
。
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
店
本

館
の
建
物
内
部
を
ご
案
内
し
ま
す
。

④
レ
ク
チ
ャ
ー
付
き
本
店
見
学
ツ
ア
ー

（
十
月
二
十
八
日
〈
月
〉
～
十
一
月
一

日
〈
金
〉、
要
予
約
）：
本
店
の
見
学
後
、

日
本
銀
行
職
員
が
日
本
銀
行
の
役
割

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

＊
詳
し
い
内
容
や
時
間
、
事
前
予
約

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
日
本
銀

行
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.boj.or.jp/

【
会
場
】
日
本
銀
行
本
店

（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局

　

総
務
企
画
グ
ル
ー
プ

　

〇
三
―
三
二
七
七
―
二
五
六
八

貨
幣
博
物
館
テ
ー
マ
展 

お
か
ね
の
材
料
と
つ
く
り
か
た 

を
開
催
し
て
い
ま
す 

　
　
　
　
　三
月
三
十
日
ま
で

▼
お
金
は
、
ど
ん
な
材
料
か
ら
、
ど
の
よ

う
に
つ
く
ら
れ
て
き
た
の
か
、
ご
存
じ
で

す
か
。

　

あ
る
特
定
の
金
属
を
、
人
々
に
広
く
行

き
わ
た
る
「
お
金
」
に
変
え
て
い
く
。
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
先
人
た
ち
は
ど

の
よ
う
な
知
恵
を
用
い
、
工
夫
を
こ
ら
し

て
き
た
の
か
。
そ
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

発
見
が
あ
り
、
驚
き
が
あ
り
、
そ
し
て

お
金
の
大
切
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

<

会
期
中
の
開
館
時
間>

【
開 

館
時
間
】
九
時
三
十
分
～
十
六
時

三
十
分
（
入
館
は
十
六
時
ま
で
）

【
休 

館
日
】
月
曜
日
、
祝
日
（
た
だ
し
土

曜
日
・
日
曜
日
と
重
な
る
場
合
は
開

館
）、
年
末
年
始
（
十
二
月
二
十
九
日

～
一
月
四
日
）

　

  

以
下
の
月
曜
日
は
開
館
し
ま
す
。
十

月
十
四
日
、
十
月
二
十
八
日
、
十
一

月
四
日
、
十
二
月
二
十
三
日

【
臨 

時
休
館
日
】
十
一
月
十
六
日
、
一
月

二
十
五
日

※
最
新
の
開
館
情
報
は
貨
幣
博
物
館
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.im

es.boj.or.jp/cm
/

【
入
館
料
】
無
料

【
所 

在
地
】
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石

町
一
―
三
―
一
（
日
本
銀
行
分
館
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

 

〇
三
―
三
二
七
七
―
三
〇
三
七

右
／
和
同
開
珎
の
鋳
型
（
八
世
紀
）

下
／
原
材
料
と
な
る
銅
鉱
石
を
採
掘
す

る
様
子（『
鼓
銅
図
録
』一
八
世
紀
初
頭
）

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
日
本
銀
行
本

店
本
館
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「
親
子
の
た
め
の 

お
か
ね
学
習
フ
ェ
ス
タ
」
を 

全
国
五
カ
所
で
開
催
し
て
い
ま
す

▼
金
融
広
報
中
央
委
員
会
（
事
務
局: 

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
内
）
は
、

お
か
ね
に
つ
い
て
親
子
で
楽
し
く
学
べ
る

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
「
親
子
の
た
め
の
お
か

ね
学
習
フ
ェ
ス
タ
」
を
、
全
国
五
カ
所
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
私
た
ち
を
取
り
巻
く
金
融
・
経
済
環
境

が
大
き
く
変
化
し
、
お
か
ね
に
関
す
る
知

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
今
ま
で
以
上
に

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
お
か
ね
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
子
ど
も
の
た
め
の
お
か

ね
の
お
は
な
し
会
、
お
か
ね
の
体
験
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ガ
チ
ャ
ピ
ン
・
ム
ッ

ク
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
シ
ョ
ー
、
貯
金
箱
作

り
、
お
か
ね
ク
イ
ズ
な
ど
。

【
お
申
し
込
み
方
法
】
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
予
約
制
・
先
着
順
で
す
（
注
）。

　

開
催
の
約
二
カ
月
前
よ
り
予
約
を
受
け

付
け
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

（
注
） 

予
約
は
先
着
順
に
受
け
付
け
、
定
員

に
達
し
た
場
合
は
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

公
式
サ
イ
ト
：http://w
w

w
.

festa2013.net/

親
子
の
た
め
の
お
か
ね

学
習
フ
ェ
ス
タ
事
務
局
：

〇
一
二
〇
―
五
二
五
―

五
一
二
（
受
付
時
間
：
平
日

十
時
～
十
八
時
）

【
開
催
日
程
】 

滋
賀
（
八
月

二
十
四
日
、
開
催
済
）、
山

梨
（
九
月
二
十
二
日
、
開
催

済
）、北
海
道（
十
月
十
四
日
）、

大
分
（
十
一
月
二
十
三
日
）、

東
京
（
十
二
月
十
五
日
）
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■今回は、キッザニアの住谷社長、心臓血管外科医の石
坂先生から、「子どもの生きる力」、「命」をテーマに、「困
難を乗り切り、将来を切り開くためには何が必要か」と
いう点で大変示唆に富むお話を伺うことができました。
臨場感があり、現場に惹き込まれたような感覚にもなり
ます。
　また、北海道奥尻島の方々の震災後20年の歩みは、
真の復興とは何か、を雄弁に物語ってくれました。奥尻
島の美しい自然と、厳しい環境を乗り越え希望に繋げて
いく地域の方々の取り組み、まさしく「地域の底力」と
実感します。元々少子高齢化、過疎化に悩んできた地域
の復興、そのあり方は、東日本大震災の被災地の将来に
重なってくる面もあるように思います。
　今回は、私どもの決済機構局が取りまとめた「東日本
大震災直後の金融・決済面の動向」や「黒田総裁の被災
地訪問」の様子も掲載しました。前者は大震災をお金の
面から振り返って、震災の影響や民間金融機関・日本銀
行等の対応を整理しています。私どもの政策・業務関連
記事を含め、ご覧いただければ幸いです。          （丹治）
■奥尻という名は、アイヌの言葉「向こうの島（イクシリ）」
に由来するという。北海道南西沖地震の津波被害からの
早期復興とその後の厳しい現実。しかし、新たな希望は
確かに芽吹いている。奥尻ワインをはじめとする様々な
取り組みが結実して人口減少を食い止め、奥尻が「希望
の島」に生まれ変わる日が近いことを祈りたい。   （TO）
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